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このセミナーに参加したことで、三つの大きな成果を得ることができました。第一に、

自身が登壇したパネルでの研究者との協働の深化、第二に、アジア地域の研究者との交

流、そして第三に、自身の研究成果の発表とフィードバックの獲得です。 

まず、私の発表「『新しい』戦争と『古都』：トランスナショナルな記憶と京都の近代

的慰霊空間」は、日本の古都における近代化と遺産化をテーマとするパネルの一部とし

て、海外（デンマークおよびベルギー）からの発表者とともに行いました。パネルでの

発表のみならず、会期中を通じた議論を通して、これらの研究者との連携を深めること

ができました。今後は、今夏に日本で再会し、世界各地の遺産都市に関心を持つ研究者

を集めた科研費申請を行う予定です。 

次に、このセミナーを通じて、ネパールおよび南アジア、東南アジア、東アジアの研究

者と交流することができました。これらの地域の多くの研究者は、日本への渡航が経済

的に難しい状況にあるため、このような国際会議は、彼らと直接つながりを持つ数少な

い機会となっています。彼らからは、それぞれの国における遺産都市の状況を学ぶこと

ができ、今後共同研究を進めていく計画も立ち上がりつつあります。 

第三に、近年取り組んでいる京都における戦争遺産に関する研究成果を発表することが

でき、多くの聴衆からのフィードバックを得て、研究をさらに深めるきっかけとなりま

した。たとえば、関連文献や遺産研究における新しい理論を紹介していただいたほか、

重要なご指摘や批判もいただき、大変有意義な機会となりました。 

本研究活動への財政的ご支援に、心より感謝申し上げます。 

 
 
 
 


